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1. 神戸大学について

概要：

11学部、13研究科、1研究所

学生数：約17,000人

教職員数：約2,500人

キャンパス： 4つ

附属図書館：

総合図書館と9つの専門図書館

図書館員： 約90人

蔵書数： 約3,500,000冊

総合図書館

神戸大学附属図書館

社会科学系図書館

自然科学系図書館

人文科学図書館

国際文化学図書館

人間科学図書館

経済経営研究所図書館

保健科学図書室

海事科学分館

医学分館

（専門図書館）





2. 「情報基礎」について

全学共通授業科目（全学部・研究科より696人の教員が

分野ごとの部会に所属し担当）の中の情報科目

新入生向けの必修科目

担当教員：情報科学部会に所属する教員41名

受講者は 約2,700人 24クラス （2008年）

１単位、全６回を前期期間中に

目標

学生がコンピューターの操作技術を修得し、情報とその取り扱

いに関する正しい判断力を養い、学生がコンピューターを勉学

に活用できる能力を身につけることを目指す。





3. 「情報基礎」の歩み

2001～2003年 （2001年 情報リテラシー係設置）

各学部の新入生オリエンテーションで図書館の紹介

2003年11月

「情報基礎」担当教員より依頼があり初会合

図書館システムの紹介とＯＰＡＣの実習で60分。

テキストの該当部分の作成も担当することに。

2004年2月

リハーサル・図書館部分のテキスト原稿を提出

（新入生オリエンテーションの中止を決定）

2004年4月 「情報基礎」開講



60分では時間
が足りない

もっと学生に
身近な内容に
したい

授業の前半に
行いたい

WGで対応

テキストが
Webのみに

直前に時間
短縮の要請
あり

力試し・課題
・アンケート
に参加

新規開講

備考

内容を絞った
方が（教員より）

改善案

第6回前半
50分

2004

第5回90分2008

レポート・論文作成の
ための情報リソース
の紹介

※2008年は「レポート
と引用」も担当

第6回前半
60分

2007

第6回前半
30～40分

2006

図書館システムの紹
介／ＯＰＡＣの実習／
Webcat Plusの実習

第6回後半
30分

2005

内容担当回

3-1.  担当授業の変遷



2007年度「情報基礎」終了後

総括と次年度に関する打ち合わせ

（「情報基礎」担当教員による）

2007年11月 情報リテラシー教育支援ＷＧの設置

メンバー： 情報サービス課長、情報リテラシー係２名

７館の情報サービス係より各１名

2008年2月 「情報基礎」担当教員と図書館との打ち合わせ

メンバー： 情報科学部会の部会長と幹事、２名の教員

図書館事務部長、情報サービス課長

情報サービス課長補佐 情報リテラシー係

4. 2007-2008年の経緯①



2008年3月 テキスト・アンケート・力試し・課題の準備

4月 異動によるＷＧメンバー交代

講義原稿の準備とリハーサル

「情報基礎」開講

5月 図書館担当授業スタート

7月 「情報基礎」終了

10月 再履修クラス

１クラスの体制

・担当教員

・講師（図書館職員）１名

・補助（図書館職員２～３名

ＴＡ ２～３名）

5. 2007-2008年の経緯②



6. 「情報基礎」（2008）の内容

第１回 学内共同利用のための環境

第２回 電子メール

第３回 インターネットの利用

第４回 インターネット社会でのセキュリティ

第５回 情報の活用

第６回 情報倫理

【目標】

レポートや論文などを執筆する上で

心得ておくべき情報リソースの活用

方法と、最低限のアカデミックマナー

を身につけ、実践できるようにする。



7. 「情報の活用」（2008）の内容

附属図書館各館室の紹介（パワーポイント）

図書館へGo!

－レポート・論文作成のための情報リソース活用法－

レポートと引用 （ビデオ『著作物の引用と利用』前後編）

• 力だめし（４択のクイズ）

• 課題（キーワードでＯＰＡＣ・WebcatPlusを検索し、

3～5冊分の参考文献リストの作成）

• 授業アンケート















8. まとめ

学生の反応

・・・レポートに役立つ・今後活用したい、という声が多い

一方で、難しすぎる、退屈だとの声も。

教員との連携

・・・２月の打ち合わせが勝負という現状

情報を密に得られる機会・・・どうやって作るか

今後の目標について

・・・詰め込みすぎず一年生に必要な内容に。

オーダーメイドガイダンスの活用促進を。



長女：うり子
次女：うり乃

三女：うり絵


